
「文文理理融融合合型型数数理理・・デデーータタササイイエエンンスス教教育育ププロロググララムム」」  

本学は，Society 5.0 が実現された未来社会において，文理の枠組みにとらわれることなく地域創生

に中心的に携わることのできる教養と専門性を持った人材の育成を進めており，数理・データサイエン

ス・AI 教育においてもこの育成方針に従って，「文理融合の教養」と「専門性」を兼ね備えた体系的教

育を目指し，「文理融合型数理・データサイエンス教育プログラム」を開設しています。また，基礎コー

スと応用コースに分け，目的に沿った能力の育成を目指します。

本プログラムについては，個別の申込みは不要です。

修了要件を満たすと，３年次 10 月から証明書自動発行機で学修証明書を発行することができます。

なお，全ての科目が毎年開講されるわけではありませんので，当該年度の授業時間表またはシラバス

で確認してください。 

（（１１））基基礎礎ココーースス

本コースでは，社会における数理・データサイエンス・AI の必要性や応用例を知るとともに，基礎的

なデータ分析法等を修得し，日常生活や仕事場で数理・データサイエンス・AI を使いこなせるようにな

ることを目指します。 

○ 対象学生 令和２年度以降入学の学部生を対象とします。

○ 修了要件 以下のとおり，必要単位以上を履修し，合計４単位を修得しなければなりません。

※1 各学部専門教育科目は，所属学部学生のみ履修可能

※2 地域デザイン科学部，国際学部，共同教育学部，工学部，農学部所属学生のみ履修可能

※3 自分の所属学科名が（）内に示されている科目を履修すること

科目区分 授業科目名 単位 
必要 

単位数 

基盤教育科目 リテラシー科目 データサイエンス入門 2 2(必修)

リベラルアーツ科目

(自然科学系) 

データサイエンス基礎 2 

2 

実践データサイエンス ※2 2 

データサイエンス経営学部専門教育科目 プログラミング演習 1 2 

地域デザイン科学部専門教育科目 地域デザイン調査法（コミュニティ）※3 2 

地域デザイン調査法（建築・都市）※3 2 

地域デザイン調査法（社会基盤）※3 2 

国際学部専門教育科目 データサイエンスとエリアスタディーズ 2 

工学部専門教育科目 データ解析 2 

（（２２））応応用用ココーースス

本コースでは，数理・データサイエンス・AI の基礎的な内容を体系的に修得するとともに，様々な分

野におけるデータサイエンスの応用法を実践的に学び，自らの専門分野に数理・データサイエンス・AI

の知識や技術を応用できるようになることを目指します。 

○ 対象学生 令和２年度以降入学の学部生を対象とします。 

○ 修了要件

「ブロンズランク」→「シルバーランク」→「ゴールドランク」→「プラチナランク」と学修を進

めることができます。 

修得すべき科目群 修得すべき科目群 修得すべき科目群

データサイエンス 1 データサイエンス 1 データサイエンス 1 

データサイエンス 2 データサイエンス 2 データサイエンス 2 

AI・機械学習 AI・機械学習 AI・機械学習

数学 1 数学 1 数学 1 

数学 2 数学 2 

プログラミング プログラミング 

データサイエンス応用

【ブロンズランク】 【シルバーランク】 【ゴールドランク】

【プラチナランク】

ブロンズランク 

＋数学 2・プログラミング シルバーランク 

＋データサイエンス応用 

各ランクの修了要件は別表 1～3 のとおりです。 

◎ 学部の表記は以下の略称で記載。 

データサイエンス経営学部：デ経，地域デザイン科学部：地デ，国際学部：国際， 

共同教育学部：教育，工学部：工，農学部：農 

◎「科目区分」欄は，基盤教育科目は「基盤」，各学部専門教育科目はその学部の略称を記載。 
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２２．．「「文文理理融融合合型型数数理理・・デデーータタササイイエエンンスス教教育育ププロロググララムム」」

本学は，Society 5.0 が実現された未来社会において，文理の枠組みにとらわれることなく地域創生

に中心的に携わることのできる教養と専門性を持った人材の育成を進めており，数理・データサイエン

ス・AI 教育においてもこの育成方針に従って，「文理融合の教養」と「専門性」を兼ね備えた体系的教

育を目指し，「文理融合型数理・データサイエンス教育プログラム」を開設しています。また，基礎コー

スと応用コースに分け，目的に沿った能力の育成を目指します。 

本プログラムについては，個別の申込みは不要です。 

修了要件を満たすと，３年次 10 月から証明書自動発行機で学修証明書を発行することができます。 

なお，全ての科目が毎年開講されるわけではありませんので，当該年度の授業時間表またはシラバス

で確認してください。 

（（１１））基基礎礎ココーースス

本コースでは，社会における数理・データサイエンス・AI の必要性や応用例を知るとともに，基礎的

なデータ分析法等を修得し，日常生活や仕事場で数理・データサイエンス・AI を使いこなせるようにな

ることを目指します。 

○ 対象学生 令和２年度以降入学の学部生を対象とします。 

○ 修了要件 以下のとおり，必要単位以上を履修し，合計４単位を修得しなければなりません。 

※1 各学部専門教育科目は，所属学部学生のみ履修可能

※2 地域デザイン科学部，国際学部，共同教育学部，工学部，農学部所属学生のみ履修可能

※3 自分の所属学科名が（）内に示されている科目を履修すること 

科目区分 授業科目名 単位 
必要 

単位数 

基盤教育科目 リテラシー科目 データサイエンス入門 2 2(必修)

リベラルアーツ科目 

(自然科学系) 

データサイエンス基礎 2 

2 

実践データサイエンス ※2 2

データサイエンス経営学部専門教育科目 プログラミング演習 1 2 

地域デザイン科学部専門教育科目 地域デザイン調査法（コミュニティ）※3 2

地域デザイン調査法（建築・都市）※3 2

地域デザイン調査法（社会基盤）※3 2

国際学部専門教育科目 データサイエンスとエリアスタディーズ 2 

工学部専門教育科目 データ解析 2 
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（（２２））応応用用ココーースス

本コースでは，数理・データサイエンス・AI の基礎的な内容を体系的に修得するとともに，様々な分

野におけるデータサイエンスの応用法を実践的に学び，自らの専門分野に数理・データサイエンス・AI

の知識や技術を応用できるようになることを目指します。 

○ 対象学生 令和２年度以降入学の学部生を対象とします。

○ 修了要件

「ブロンズランク」→「シルバーランク」→「ゴールドランク」→「プラチナランク」と学修を進

めることができます。

修得すべき科目群 修得すべき科目群 修得すべき科目群 

データサイエンス 1 データサイエンス 1 データサイエンス 1 

データサイエンス 2 データサイエンス 2 データサイエンス 2 

AI・機械学習 AI・機械学習 AI・機械学習 

数学 1 数学 1 数学 1 

数学 2 数学 2 

プログラミング プログラミング 

データサイエンス応用 

【ブロンズランク】 【シルバーランク】 【ゴールドランク】 

【プラチナランク】 

ブロンズランク 

＋数学 2・プログラミング シルバーランク

＋データサイエンス応用 

各ランクの修了要件は別表 1～3 のとおりです。 

◎ 学部の表記は以下の略称で記載。

データサイエンス経営学部：デ経，地域デザイン科学部：地デ，国際学部：国際，

共同教育学部：教育，工学部：工，農学部：農

◎「科目区分」欄は，基盤教育科目は「基盤」，各学部専門教育科目はその学部の略称を記載。



別表 1 ブブロロンンズズラランンクク  

科目群 

科
目
区
分

授業科目名 
単

位 

必
要
単
位
数

履修可能な学部 

デ

経 

地

デ 

国

際 

教

育 
工 農 

データサイエンス 1 基盤 データサイエンス入門 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

データサイエンス 2 

基盤 データサイエンス基礎 2 

2 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

デ経 マーケティングリサーチ 2 ○ 

地デ 

地域デザイン調査法(コミュニティ) 2 
△ 

※1
地域デザイン調査法(建築・都市) 2 

地域デザイン調査法(社会基盤) 2 

国際 データサイエンスとエリアスタディーズ 2 ○ 

工 データ解析 2 ○ 

AI・機械学習 

基盤 
AI・機械学習入門 2 

2 

○ ○ ○ ○ ○ 

AI 入門 2 ○ ○ ○ ○ ○ 

デ経 AI・機械学習入門 2 
○ 

※2

数学 1 

基盤 データサイエンスのための数学 2 

2 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

デ経 

データサイエンス・経営学の数理及び演習 A 

データサイエンス・経営学の数理及び演習 B 

2 科目とも履修する。片方のみは不可

3 

3 ○ 

地デ 

微分積分学   2 科目とも履修する 

線形代数学 片方のみは不可 

1 

1 

△ 
※3

微積分学及演習  2 科目とも履修する 

線形代数学及演習    片方のみは不可 

3 

3 

△ 
※4

教育 
解析学概論 2 科目とも履修する 

代数学基礎Ⅰ 片方のみは不可 

2 

2 

△ 

※5 

工 
基礎微積分学 2 科目とも履修する 

基礎線形代数学 片方のみは不可 

2 

2 
○ 

農 応用数学 2 △ 
※6

※1 自分の所属学科名が（）内に示されている科目を履修すること

※2 データサイエンス経営学部は専門教育科目として開講する科目を履修すること

※3 社会基盤デザイン学科所属学生のみ履修可能

※4 建築都市デザイン学科所属学生のみ履修可能

※5 数学分野所属学生のみ履修可能

※6 農業環境工学科所属学生のみ履修可能

別表 2 シシルルババーーラランンクク

ブロンズランクの修了要件に以下を加えて修得しなければなりません。 

科目群 科目区分 授業科目名 
単

位 

必
要
単
位
数

履修可能な学部 

デ

経 

地

デ 

国

際 

教

育 
工 農 

数
学
２

基盤 人間社会と情報の世界 C 2 

2 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

デ経 確率・統計 1 2 ○ 

教育 
統計学 2 ○ 

心理統計学 2 ○ 

工 確率・統計 2 ○ 

農 

生物統計学 2 ○ 

基礎数学 2 ○ 

基礎統計学 2 ○ 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

基盤 実践データサイエンス 2 

2 

○ ○ ○ ○ ○ 

デ経 プログラミング演習 1 2 ○ 

教育 

情報基礎 2 ○ 

プログラミング基礎    2 科目とも履修する

プログラミング演習    片方のみは不可

1 

1 

○ 

※1

工 プログラミング 2 ○ 

農 コンピュータデータ処理 2 ○ 

※1 共同教育学部の令和 5 年度以前入学の学生が「プログラミング」を履修し単位を修得した場合， 

「プログラミング基礎」を修得したものとみなす 
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別表 1 ブブロロンンズズラランンクク

科目群 

科
目
区
分

授業科目名 
単

位 

必
要
単
位
数

履修可能な学部 

デ

経 

地

デ 

国

際 

教

育 
工 農 

データサイエンス 1 基盤 データサイエンス入門 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

データサイエンス 2 

基盤 データサイエンス基礎 2 

2 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

デ経 マーケティングリサーチ 2 ○ 

地デ 

地域デザイン調査法(コミュニティ) 2 
△ 

※1
地域デザイン調査法(建築・都市) 2 

地域デザイン調査法(社会基盤) 2 

国際 データサイエンスとエリアスタディーズ 2 ○ 

工 データ解析 2 ○ 

AI・機械学習 

基盤 
AI・機械学習入門 2 

2 

○ ○ ○ ○ ○ 

AI 入門 2 ○ ○ ○ ○ ○ 

デ経 AI・機械学習入門 2 
○ 

※2

数学 1 

基盤 データサイエンスのための数学 2 

2 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

デ経 

データサイエンス・経営学の数理及び演習 A 

データサイエンス・経営学の数理及び演習 B 

2 科目とも履修する。片方のみは不可

3 

3 ○ 

地デ 

微分積分学 2 科目とも履修する

線形代数学 片方のみは不可

1 

1 

△ 
※3

微積分学及演習 2 科目とも履修する

線形代数学及演習    片方のみは不可

3 

3 

△ 
※4

教育 
解析学概論 2 科目とも履修する

代数学基礎Ⅰ 片方のみは不可

2 

2 

△ 

※6

工 
基礎微積分学 2 科目とも履修する

基礎線形代数学 片方のみは不可

2 

2 
○ 

農 応用数学 2 △ 
※6

※1 自分の所属学科名が（）内に示されている科目を履修すること

※2 データサイエンス経営学部は専門教育科目として開講する科目を履修すること

※3 社会基盤デザイン学科所属学生のみ履修可能

※4 建築都市デザイン学科所属学生のみ履修可能

※5 数学分野所属学生のみ履修可能

※6 農業環境工学科所属学生のみ履修可能
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別表 2 シシルルババーーラランンクク 

ブロンズランクの修了要件に以下を加えて修得しなければなりません。 

科目群 科目区分 授業科目名 
単

位 

必
要
単
位
数

履修可能な学部 

デ

経 

地

デ 

国

際 

教

育 
工 農 

数
学
２

基盤 人間社会と情報の世界 C 2 

2 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

デ経 確率・統計 1 2 ○ 

教育 
統計学 2 ○ 

心理統計学 2 ○ 

工 確率・統計 2 ○ 

農 

生物統計学 2 ○ 

基礎数学 2 ○ 

基礎統計学 2 ○ 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

基盤 実践データサイエンス 2 

2 

○ ○ ○ ○ ○ 

デ経 プログラミング演習 1 2 ○ 

教育 

情報基礎 2 ○ 

プログラミング基礎    2 科目とも履修する 

プログラミング演習    片方のみは不可 

1 

1 

○ 

※1

工 プログラミング 2 ○ 

農 コンピュータデータ処理 2 ○ 

※1 共同教育学部の令和 5 年度以前入学の学生が「プログラミング」を履修し単位を修得した場合，

「プログラミング基礎」を修得したものとみなす 



別表 3 ゴゴーールルドドラランンクク・・ププララチチナナラランンクク 

シルバーランクの修了要件に以下を加えて修得しなければなりません。

開講学部に関わらず，全学部生が履修できます。 

科目群 科目区分 授業科目名 単位 必要単位数 

履修 

可能な 

学部 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
応
用

デ経 

オペレーションズ・リサーチ 2 

ゴールド

ランク

6 

プラチナ

ランク

18 

全学部 

数理モデル 2 

AI・機械学習論 1 2 

AI・機械学習論 2 2 

データエンジニアリング 2 

数理統計学 2 

多変量解析 2 

ビジネス・データサイエンス 2 

数値解析 2 

システム解析入門 2 

時系列解析 2 

確率過程論 2 

計量経済学 2 

経営分析 2 

データベースシステム 2 

マーケティング論 2 

地デ 

GIS 入門 2 科目とも履修する 

GIS 演習(コミュニティ)   片方のみは不可 

1 

1 

GIS 入門  2 科目とも履修する 

GIS 演習(建築･都市) 片方のみは不可 

1 

1 

GIS 入門 2 科目とも履修する 

GIS 演習(社会基盤) 片方のみは不可 

1 

1 

国際 
社会調査法入門 2 

アジア太平洋文化社会研究 E(中東地域研究演習) 2 

工 

データベースシステム 2 

人工知能とコンピュータビジョン 2 

データ構造とアルゴリズム 2 

応用画像工学 2 

化工シミュレーション 2 

機械数理Ⅱ 2 

シミュレーションサイエンス 2 

農 
マーケティング論 2 

森林空間情報工学 2 

２
単
位
ま
で
履
修
可

３３．．「「ママネネジジメメンントトププロロググララムム」」

本プログラムでは，マネジメントに関する知識を深め，社会で活躍できるスキルを身につけることがで

きます。具体的には，組織内のマネジメントと組織外に向けたマーケティングを中心に展開します。 

修了要件を満たすと，３年次 10 月から証明書自動発行機で学修証明書を発行することができます。 

○ 対象学生 

令和５年度以降入学の学部生を対象とします。 

○ 履修の届出 

履修を希望する場合には，４年次の４月末までに申請してください。詳しくは教務ポータルに掲示

しますので，随時，確認してください。 

○ 修了要件 

区分毎に指定された授業科目から必要単位以上を履修し，合計１２単位以上を修得してください。 

○ 履修科目：別表 1のとおり 

１）本プログラムは，社会で活躍するためのスキルを培うために，組織マネジメントとマーケティ

ングを中心に科目が構成されています。 

２）本プログラムの授業科目は，必修科目と選択科目で編成されています。学部専門教育科目は，

他学部学生が履修しても卒業単位にはなりません。必ず各学部履修案内をご確認ください。 

３）全ての科目が毎年開講されるわけではありませんので，当該年度の授業時間表またはシラバス

で確認してください。なお，令和５年度入学者は，４年間で修了を目指す場合，一部選択できな

い科目があります。 
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